
 

野鳥における鳥インフルエンザ対応

通常時（発生の無い時）
国内発生時（単発時）
国内複数箇所発生時
近隣国発生時等

検査優先種１ 検査優先種２ 検査優先種３ その他の種

対応レベル１ １羽以上 ３羽以上 ５羽以上 ５羽以上
対応レベル２ １羽以上 ２羽以上 ５羽以上 ５羽以上
対応レベル３ １羽以上 １羽以上 ３羽以上 ５羽以上

※検査優先種については、次ページ参照

◎　本市で野鳥における鳥インフルエンザが確認された場合

県 鳥インフルエンザ防疫対策会議
長崎県鳥インフルエンザ警戒連絡会議

市 必要に応じて防疫対策本部設置

消毒ポイントの設置
（必要に応じて）

人
車両

○　死亡野鳥における本市対応

市民 死亡野鳥発見の連絡

市 現場確認（死亡野鳥等調査に当たる場合）

状況報告

県北振興局 総務課 死亡野鳥の種類・羽数により、簡易検査必要性を判断
0956-22-0374

必要性有り 必要性無し

死亡野鳥の処分（市）

死亡野鳥の収容　現場消毒　家保へ搬送
（必要に応じて市が協力）

家畜保健衛生所

　陽性 陰性

県北振興局 総務課 スワブの送付
中央家畜保健衛生所
国立環境研究所（簡易検査陰性時）
鳥取大学（簡易検査陽性時）

死亡野鳥等の搬送

簡易検査の実施

道路（畜産関係車両） 動噴、消毒槽または消毒マット
道路（一般車両） 消毒槽または消毒マット

港の消毒
靴底消毒
消毒マットまたは動噴

対応レベル１
対応レベル２
対応レベル３

対応レベル２または３

対応レベル
死亡野鳥等調査


